研究会のお知らせ

(社）日本応用磁気学会　第16回化合物新磁性材料専門研究会

　　　　　「重い電子系化合物における最近の話題」
　重い電子系化合物の研究分野においては、経験則に基づいた手法、或いは圧力、磁場下等様々な条件下で新物性を探求する試みが行われ、ある種の化合物では特異な重い電子

状態等が明らかにされてきております。
本研究会では、講師の方々に主だった化合物の諸物性を紹介して頂くとともに、

このような現象を見い出だすに至るまでの経緯を含め、さらなる新物性探究についての

展望を講演して頂く予定です。興味ある方はふるって御参加下さい。
日時：2005年3月11日(金)　13:30－17:10 (予定)　
場所：早稲田大学理工学部55号館S棟2階第4会議室、

　　　　(〒169-8555　東京都新宿区大久保3-4-1　電話03-5286-3000)
参加費：無料　資料代：無料　参加申込：当日受付にて

問合わせ先：鬼頭聖 (〒305-8568　茨城県つくば市梅園1-1-1　産業技術総合研究所
TEL 029-861-5119; FAX 029-861-5447; E-mail: h.kito@aist.go.jp )
　　　　　　　　　　プログラム(敬称略)
13:30-13:35　はじめに
13:35-14:15　室裕司 (東京理科大理工) 
「重い電子系Yb化合物YbRhSbの弱強磁性転移と圧力誘起相転移」
14:15-14:55　辻井直人 (物質・材料研究機構) 

「軌道縮退をもつ重い電子系のGrand Kadowaki-Woods則」
14:55-15:35 　青木勇二, 真田祥太朗, 青木英和, 土屋明久, 菊地大輔, 

菅原仁A, 佐藤英行 (都立大院理、徳島大総合科A)

「充填スクッテルダイトSmOs4Sb12の異常な重い電子状態」
休憩
15:50-16:30　辺土正人 (東大物性研) 

「強相関物質の圧力誘起超伝導の探索と超高圧容器の開発」
16:30-17:10　横山淳, 網塚浩 (茨城大理, 北大理)

「URu2Si2における隠れた秩序と不均一反強磁性の競合」
研究会でのビデオ，写真撮影および録音はご遠慮いただいております。

本研究会の最新情報は、http://go.to/newmag/　にてお知らせします。

